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中国・四国地方 名前

問1 宮崎平野や高知平野などの冬でも温暖な地域では、ビニールハウスなどの施設を利用してピーマンやなすなどの夏野菜を栽培し、本来の収穫時
期よりも早い冬から春にかけて出荷する工夫が行われています。このような栽培方法を採用する最大の利点は何ですか。 （2016年 秋田県公立入試 類似）

1. 大都市に近い立地を活かして、輸
送コストを抑えながら新鮮な状態で
出荷できる点

2. 他の産地の出荷が少ない時期に市
場へ出すことで、有利な価格で販売
できる点

3. 同じ土地で一年に二度、同じ作物
や異なる作物を栽培して収穫量を増
やす点

4. 冷涼な気候を利用して収穫時期を
あえて遅らせることで、供給を安定
させる点

問2 瀬戸内地方に位置する香川県の讃岐平野では、年間を通じて降水量が少なくなるという特徴があります。日本海から中国山地、瀬戸内海（讃岐
平野）、四国山地、太平洋へと続く断面図において、季節風が山地に遮られる様子を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年

三重県公立入試 類似）

1. 夏と冬の湿った風がともに讃岐山
脈に遮られ、瀬戸内海からの水蒸気
が平野部に到達できなくなるため

2. 夏の湿った風が四国山地に、冬の
湿った風が中国山地にそれぞれ遮ら
れ、山を越えた乾いた風が流れ込む
ため

3. 太平洋からの湿った風が中国山地
に、日本海からの湿った風が四国山
地に遮られ、常に乾燥した空気が滞
留するため

4. 冬の湿った風が四国山地に、夏の
湿った風が中国山地にそれぞれ遮ら
れ、季節を問わず上昇気流が発生し
にくいため

問3 １９８０年から２０１９年までの島根県における観光客数の推移を、「観光客総数」「県外からの観光客」「県内での観光客」の３つの指標で
分析したとき、統計上見られる特徴として正しい説明はどれですか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 高速道路が開通した年のみ一時的
に観光客が増加するが、翌年には行
事の有無に関わらず元の水準に戻っ
ている

2. 県外からの観光客は長年減少傾向
にあるが、外国人観光客の急増によ
って総数が過去最高を更新し続けて
いる

3. 観光客総数の増加は、主に県内居
住者が県内各地を頻繁に訪れるよう
になったことで維持されている

4. 世界遺産登録などの大きな行事が
ある際、県外客が大幅に増えること
で総数が押し上げられている

問4 四国地方を構成する4つの県のうち、太平洋側に位置し、黒潮の影響を受けた温暖な気候を利用した農業などが盛んな高知県の県庁所在地はどこ
ですか。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 徳島市 2. 高松市 3. 高知市 4. 松山市

問5 瀬戸内地域の気候において、夏と冬の季節風をそれぞれ遮ることで、この地域に乾燥した風をもたらしている主な山地の組み合わせとして正し
いものはどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 奥羽山脈と出羽山地 2. 飛騨山脈と木曽山脈 3. 中国山地と四国山地 4. 鈴鹿山脈と伊吹山地

問6 四国地方の東部に位置する徳島県の産業構造において、統計資料上、就業者割合が25.3%と高い数値を示し、全国平均と比較しても盛んである
といえる産業分野はどれですか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 都市機能の集中による情報通信業 2. 観光資源を活かした宿泊・飲食サ
ービス業

3. 果樹栽培や水産業を主体とする農
林水産業

4. 化学工業などの分野を中心とした
製造業

問7 広島県にある世界遺産のうち、海の中に立つ巨大な朱色の鳥居が特徴的であり、背後にそびえる山の自然景観と調和している歴史的建造物はど
れですか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 金閣寺 2. 厳島神社 3. 姫路城 4. 白川郷の合掌造り集落

問8 岡山県を含む瀬戸内海沿岸の地域では、年間を通じて降水量が少なく晴天の日が多いという特徴があります。このような気候が形成される地理
的な要因として最も適切な説明はどれですか。 （2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 平坦な地形が続いており、湿った
空気が上昇して雨雲に発達するきっ
かけとなる高い山地が周辺に全く存
在しないため。

2. 日本海からの北西季節風が中国山
地を越える際、フェーン現象によっ
て大量の湿った空気がそのまま流れ
込んでくるため。

3. 北側に中国山地、南側に四国山地
があり、それぞれの季節風が運ぶ湿
った空気がこれらの山地で遮られる
ため。

4. 季節風の影響を直接受ける位置に
あるが、対馬海流の影響で上昇気流
が発生しにくく、雲が発達しないた
め。

問9 ある県の農業産出額の内訳をみると、総額約4409億円のうち、野菜が約1611億円と最も大きな割合を占めており、次いで畜産が約1340億円と
なっています。一方で果実は約111億円にとどまっています。この統計が示す高知県の農業的特徴について、正しい説明はどれですか。 （2024年

鹿児島県公立入試 類似）

1. 温暖な気候を活かしてピーマンな
どの収穫時期を早めることで、野菜
の産出額を高めている

2. 大都市に近い立地を活かしてコマ
ツナなどの鮮度が重要な野菜を生産
し、産出額を高めている

3. 広大な平野を利用した大規模な機
械化により、米を主産物として野菜
と組み合わせている

4. 高冷地の冷涼な気候を活かしてレ
タスなどの収穫時期を遅らせること
で、野菜の産出額を高めている

問10 四国地方の山地の南側斜面において、みかんなどの柑橘類の栽培が盛んに行われている理由として、自然環境の面から説明したものとして最も
適切なものはどれですか。 （2018年 東京都公立入試 類似）

1. 付近を流れる暖流の影響で年間を
通して温暖であり、南向きの斜面で
日当たりが良く、排水や寒暖差の条
件が適しているため。

2. 海岸沿いに広がる広大な砂丘地帯
において、スプリンクラーなどの灌
漑設備を整え、水はけの良さを活か
しているため。

3. 夏に発生しやすい冷害を避けるた
め、標高の高い傾斜地を利用して冷
涼な気候を維持し、害虫の発生を抑
えているため。

4. 冬に北西から吹く季節風がもたら
す大量の積雪を、春先の農業用水と
して安定して利用できる地形である
ため。

問11 九州地方の最北端に位置する福岡県北九州市は、海を隔てて本州と隣接しており、交通の要所となっています。この北九州市から見て、対岸の
本州側の最西端に位置する県はどこですか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 福岡県 2. 島根県 3. 山口県 4. 広島県

問12 高知県では、冬でも暖かい気候を利用してビニールハウスなどで野菜を育て、全国的に出荷量が少ない冬から春にかけて出荷する農業が盛んで
す。なすの出荷時期に関する統計において、全国平均では7月や8月にピークを迎えるのに対し、高知県では3月から5月にかけて出荷のピークが
あります。このような、自然条件を活かして出荷時期を早める農業形態を何といいますか。 （2016年 群馬県公立入試 類似）

1. 二毛作 2. 抑制栽培 3. 促成栽培 4. 近郊農業


